
主要施策名：（２）公共交通の維持・充実

基本目標(章) 主要施策(節) 施策区分
事務事業
コード

事務事業 所管課

④便利で快適な
都市づくり

（２）公共交通の
維持・充実

420-1 地域公共交通対策事業 地域振興課

事務事業本数：1



≪基本情報≫

■

■

■ □

■ □ □ □

□ □

■ □ 】 款 2 項 1 目 13 9

≪事務事業の目的≫

≪事務事業の概要≫
□ ■ □

【 【 【

□ □ ■ □ □ 】

□ □ □ ■ □ 】

≪事務事業実施に係るコスト≫

事務事業の名称 地域公共交通対策事業
所管課 地域振興課

作成者（担当者） 德丸　剛史

事務事業コード 420-1 実施 令和04年度(令和03年度実績)

事務ふりかえりシート

総合計画での位置付け

基本目標（章） ④便利で快適な都市づくり 　重点
　施策

主要施策（節） （２）公共交通の維持・充実

□ 該当施策区分

法令、県･市条例等【 玉名市地方バス運行等特別対策補助金交付要綱、玉名市生活交通路線維持費補助金交付要綱等 】
実施の根拠

（複数回答可）

市長公約

その他の計画【 第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略 】 該当なし

事業区分
ソフト事業 義務的事業 建設・整備事業 施設の維持管理事業

内部管理事務 計画等の策定及び進捗管理事務

事務事業の実施背景（ど
のような問題又はニーズが
あるのか）

公共交通は、道路交通体系の充実や自家用車の普及に伴い利用者が減少傾向にあり、民間事業者だけでは維持していくことが
困難な状況にある。そのため、バス路線の欠損補助など公的支援を行い、特に移動制約者の日常生活における移動手段を確保し
ている。しかし、現状の公共交通体系が実態に即しているとは言い切れず、非効率な運行形態や市の財政負担増、交通空白地へ
の対応など課題を抱えている。

対象
(誰、何に対して、受益者等）

市民及び来訪者、公共交通

意図
（どのような状態にしたいか）

将来的にも利用され、財政的にも負担の少ない効率的、効果的な公共交通体系を構築し、便利で安心して暮らせる
玉名の実現に寄与する。

会計区分 一般会計 特別･企業会計【 細目

事業期間
単年度のみ 単年度繰返し 期間限定複数年度

年度】 H17 年度から】 年度～ 年度まで】

その他【

実施方法 直営 全部委託・請負 一部委託・請負 補助金等交付 その他【

事業主体 国 県 市 民間

R03年度決算 R04年度予算

事務事業の具体的内容

・市の公共交通体系を協議し、一部事業については自ら実施する「玉
名市地域公共交通会議」の主催
・地方バス路線維持のための運行補助
・乗合タクシー事業に対する補助・委託
・JR大野下駅及び肥後伊倉駅の管理業務
・地方バス対策玉名地域ブロック協議会に関する業務
・阿蘇くまもと空港の国際線振興に関する業務

⇒

事務事業を構成する細事業（　12　）本

① 地方路線バス運行補助事業

② 滑石・岱明しおかぜタクシー運行補助事業

③ 大浜・横島いちごタクシー運行補助事業

0 0 0 0 0

全体計画

投
入
コ
ス
ト

事
業
費

(

千
円

)

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 6,765 6,699 10,069 10,069 0

起債

R01年度決算 R02年度決算

0

その他 9,922 11,876 44,950 28,806 0

受益者負担 0 0 0 0

0

小　　　　計 126,045 154,770 146,445 154,500 0

一般財源 109,358 136,195 91,426 115,625

人
件
費

職
員
の

職員人工数 1.10 1.30 0.93 0.93

職員の年間平均給与額（千円） 5,476 5,476 5,223 5,418

会計年度任用職員人工数

[再掲]臨時・非常勤職員人件費（千円） 1,035

0.19 0.74 0.74

会計年度任用職員の年間平均給与額（千円） 1,950 1,632 1,786

合　　　　　計 132,069 162,260 152,510 160,861

小　　　　計 6,024 7,490 6,065 6,361
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≪事務事業の手段と活動指標≫

①

②

③

≪コスト評価による年度比較≫

)

≪事務事業の成果≫

≪事務事業の評価≫

□

■

□

■

■

■

□

□

□

□

□

□

■

□

■

□

□

□

□

■

■

□

□ ・受益者負担がある ⇒ □ ・金額が妥当 □ ・金額が高すぎる、または安すぎる ％】

■ ・受益者負担が無い ⇒ □ ・設定できる ■ ・設定できない理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

≪前回からのふりかえり結果と今後の方向性≫

■ □ □
□ □ □ 終了

■
□

■評価責任者記入欄■

R02実績 R03実績 R04計画

地方路線バス運行補助事
業

路線維持のため、バス事業者
に対し、補助金を交付

9月末の運行系統数（維
持確保数）

系統 21 22 22 19

事務事業を構成する細事業 手段（細事業の具体的内容） 活動指標 単位 R01実績

2789 2814 2900

大浜・横島いちごタクシー
運行補助事業

事前予約制乗合タクシー運行
への補助

運行台数 台 2409 2192 1990 2000

滑石・岱明しおかぜタク
シー運行補助事業

事前予約制乗合タクシー運行
への補助

運行台数 台 3370

160,861

対象１単位あたりのコスト（千円） 2 2 2 3

R04年度予算

対象（ 市民 66319 65817 65189 64303

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算

投入コスト合計（千円） 132,069 162,260 152,510

66.67% （↓）

成果指標（意図の数値化） 計算方法又は説明 単位
R01目標 R02目標 R03目標 R04目標

R01実績 R02実績 R03実績

コ
ス
ト
評
価 コスト評価（対前年比） *** 100.00% （→） 100.00% （→）

19,100 12,000 11,000
18,836 10,966 10,451

1 乗合タクシー利用者数 各乗合タクシーの利用者数 人
***

90,871 108,552 98,621
90,871 106,021 98621

2 路線バスの系統見直し 路線バスに対する補助金額 千円
***

＊成果未達成時の理由

新型コロナウイルス感染症の影響が続いており、乗合タクシーや路線バスの利用者数は減少した。
小田・梅林地域を運行する「いだてんタクシー」は、Ｒ2.4～9月に梅林地域のみで無料の実証実験を行っているため利用が多かったが、R2.10月から
有料となると利用が半減した。このことから、R3の利用は前年度割れだが、R2.10~R3.3月の利用者×2＝●人よりも多いため、利用は増加傾向にあ
る。

評価の視点 評価結果

妥
当
性

・市が実施するよう法令等で義務づけられている 妥当性評価

・法令等で義務づけられてないが、実施しなければ多くの対象の生活や活動等に支障をきたす a  高い
b やや高い
c やや低い
d  低い

・市が事業へ関与する必要が薄れている

・対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

・利用者、対象者の減少など、市民ニーズの低下傾向がみられる

・現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である
b

・事業開始当初の目的から変化してきている

・厳しい財政状況の中、実施する緊急性が認められない

効
率
性

・コスト評価の対前年度比は、前年度と比較して改善している 効率性評価

・直近２年で、コスト削減の努力・または検討はしているが、下がる余地は小さい a  高い
b やや高い
c やや低い
d  低い

・民間など、他の実施主体を活用し、成果を維持したまま事業費等の削減が可能である

・電子化等の事務改善、契約や人員の見直し、市の負担（補助）割合を下げること等により、コスト削減の余地がある

・サービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない
b

・現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

公
平
性

・負担率【 0.00

利用者はバスや乗合タクシーの事業者に料金を支払っている。

前回のふりかえりに対して
見直し・改善状況

R3.3月～R3.12月にかけて玉名地域定住自立圏構想の自治体とバス路線について協議し、路線の廃止・減便や新設を行った。
引き続き利用が少ないバス路線の見直しを進める。
R2.10月から小田・梅林地域で本格運行を開始した「いだてんタクシー」の運行エリアを、R4.4.1から玉陵地域全体に拡大した。
天水地域への新たな乗合タクシーの導入に向けて、「みかんタクシー」を共同運行している熊本市や地元区長等と協議を重ね、R5.4月から新た
な乗合タクシーを導入することと将来的に玉南地域に運行エリアを拡大することを決定した。

有
効
性

・成果指標を設定している 有効性評価

・成果指標の目標値を達成した a  高い
b やや高い
c やや低い
d  低い

・現在の事業を継続しても成果の向上は期待できない

・手段を工夫することで、さらに成果を向上させることができる

・法定事務であり成果は求めにくい

・事業について積極的にHPや広報等で情報提供している
b

・事業には地域住民、NPO、ボランティア団体等が参画している

・国/県/民間が行っている事業と重複、または、他の部等に類似・重複した事務事業があるため、事業内容を見直す余地がある

B
執行方法の改善 休止・廃止

今後の方向性に対する
見直し・改善の具体的内容

バス路線については、利用が少ない路線の見直しを進める。
R5.3月末でみかんタクシーを廃止と併せてR5.4月から新たな乗合タクシーの運行を開始し、R6.4月には玉南地域へのエリア拡大を行うことによっ
て交通不便地域を解消する。
また、玉陵地域の乗合タクシー「いだてんタクシー」の配車システムを他地域にも導入することを検討する。

今後の方向性
拡充して継続 現状のまま継続 縮小して継続

総合判定

評価責任者（課長）の所見

令和3年度も前年度同様コロナ禍による移動自粛の影響もあり、地域公共交通の利用者は、路線バス・乗合タクシー
とも減少。運行事業者の厳しい経営状況を鑑み、今後の維持・確保に向けたバス路線の見直しを実施した。いだてん
タクシーの運行エリアを校区全域に拡大するとともに、天水町の区長会長等から要望があっていた天水地域全域を対
象にした乗合タクシーの導入について熊本市と協議を行い合意。令和4年度に地域公共交通会議に諮り、令和5年度
の運行開始を目指す。利用者の利便性の向上と事務の軽減に向けて、わかりやすい乗合タクシーの運行を推進する
とともに、全エリアでの予約配車システムの導入を目指すべきと考える。

評価責任者

平川　伸治

次年度への予算反映（連動）
・増額 （細事業名） 伊倉・八嘉・天水地域乗合タクシー運行事業

・減額 （細事業名）
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